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「学習指導案」とは

何ができるようになるか
（めざす資質能力）

何を学ぶか
（学習内容）

どのように学ぶか
（学習方法）

学習指導案

学びの地図
＝

児童の実態 教材研究

授業研究
教育活動を振り返る
（リフレクション）

指導力の向上＝ ＝



学習指導案の項目

１ 単元名
２ 単元設定の理由

⑴ 教材について
⑵ 児童について
⑶ 指導について

３ 単元の目標
４ 単元の評価規準
５ 単元の指導計画
６ 本時案

⑴ 本時のねらい
⑵ 本時の評価規準
⑶ 展開



単元名

「教材や学習活動を主題ごとに関連をもたせ、一定
の教育目的のためにひとまとめにされた学習計画」

「単元」とは

単元名 → 年間指導計画や教科書に記載されている
単元名を記入

（例）

国語：単元名 新聞のとくちょうと作り方を知ろう「新聞を作ろう」

道徳：主題名 友達のことを思う（資料名「ぼくらだってオーケストラ」）

特別活動：題材 たべよう やさい（学級活動（２）－キ）

↑学習指導要領との関連



単元設定の理由

⑴ 教材について
・何を学ぶのか（内容）
・何ができるようになるのか（資質・能力）

⑵ 児童について
・当該教科、日常の学習の児童の実態
・これまでの学習履歴

⑶ 指導について
・どのように学ばせていくか（指導方法）

教材研究



単元の目標

（例）社会科「事故や事件からくらしを守る」
事故や事件から地域の人々の安全を守る活動に従事する人々の

工夫や努力を知るとともに，関係諸機関と緊急事態に備えた連
絡・活動の仕組みについて理解し，社会の一員として，自分たち
にできることを考えようとする態度を養う。

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか。

何を理解しているか。
何ができるか。

理解していること・できる
ことをどう使うか。

学びに向かう力・人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力等

単元の目標



単元の評価基準

知識・技能
思考力・判断力

・表現力等
主体的に学習に
取り組む態度

施設・設備の配置、警察署によ
る緊急時への備えや対応について
見学・調査したり資料で調べたり
して、関係機関が地域の人々と協
力して事故などの防止に努めてい
ることを理解している。

連携・協力している関
係機関の働きを比較・分
類、または結び付けて、
相互の関連や従事する
人々の働きを考え、適切
に表現している。

学習したことをもと
に、地域や自分自身の
安全を守るために自分
たちにできることなど
を考えようとしている。

（例）社会科「事故や事件からくらしを守る」

評価規準

知識・技能 主体的に学習に
取り組む態度

思考力・判断力
・表現力



まとめ・振り返り
（課題解決）

単元指導計画

導入
学習問題

調べる活動調べる活動 調べる活動

学習問題（課題）
が生まれる事象

･･･

学習計画

展開

終末

【指導計画の見直し】
・児童の思考の流れ
・主体的・対話的で

深い学び



単元の指導計画

（例）社会科
「事故や事件からくらしを守る」

児童の疑問や気付きを
もとに学習計画を立てる。

児童と教材との出会い

児童が主体的に
調べられるように

調べたことを
まとめる活動

学習したことを
いかす活動



本時案

⑴ 本時の目標（ねらい）→本時で育成する資質・能力について

⑵ 本時の評価規準
・「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点から１or２つ

⑶ 展開
・「導入→展開→終末」の流れ
・導入：子供の疑問・気付き→学習問題
・展開：学習問題を解決する活動
・終末：学習問題に対するこたえ

本時の学習の振り返り

【本事案の見直し】
・児童の思考の流れ
・主体的・対話的で

深い学び 等

地域の安全を守るために、警察を中心に多くの機関や人々が連携しながら
様々な取組を行っていることを知り、それによって地域の安全が守られてい
ることを理解できるようにする。

地域の安全を守るために，多くの機関や人々が連携しながら様々な取組を
行っていることを知り，それによって，事故や事件が減ってきていることを
理解することができる。【知識・理解】



本時案

本時の学習に
対する意慾付け

学習問題の確認

学習問題を
解決する活動

まとめる活動

評価



発問計画



板書計画

計画

実際



おわりに

・学習指導案を作成して実施する授業
→他の先生方に見ていただく（意見交換する）

・細案：単元計画まで含んだ学習指導案
（今回、説明したもの）

略案：本時案のみの学習指導案

・作成する際の資料
学習指導要領、年間指導計画、書籍、インターネット上

→児童の実態に合った指導を

指導力の
向上

学び続ける教師 子供に寄り添う教師


